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サマー・サイエンスキャンプ2006の実施

平成18年８月９日から11日の三日間、農業環境技
術研究所では、全国各地より12名の高校生を迎えての
サマー・サイエンスキャンプを実施しました。

サイエンスキャンプとは研究機関の持つ学習資源とし
てのポテンシャルを最大限活用した高校生・高等専門学
校生のための「科学技術体験合宿プログラム」です。こ
の事業は、本年より日本科学技術振興財団と、実施機関
の共催で行われることになりました。

農業環境技術研究所では３つの下記プログラムを実
施しました。その内容とキャンプの様子を紹介します。

Ａコース：「環境中の超微量汚染物質を測る」
原子や分子一つ一つを重さでふるい分け、それぞれ

の量を超高感度で測ることのできる質量分析装置を実
際に使って、原子や分子の重さを体感し、身近な物や
作物に含まれる10兆分の１グラムという超微量の重
金属や農薬を定量しました。

Ｂコース：�「アレロパシーによる植物間相互作用を
調べてみよう」

植物は根から天然の生理活性物質を放出し、他の植
物の生育を阻害します。この現象をアレロパシー、ある
いは他感作用といいます。アレロパシーにより、外来植

物が生息域を拡大したり、連作障害や雑草による作物の
生育阻害等が引き起こされます。一方で、アレロパシー
を利用して雑草を防除する技術の開発が期待されてい
ます。ここでは、いろいろな植物のアレロパシー現象を
測定し、農業に役立てる研究について体験しました。

Ｃコース：「GPSを使って動物を追跡しよう！」
日本の農村の周辺にはいろいろな動物が住んでいま

すが、これらの動物が人間や農業に対して被害を及ぼ
すこともあります。農業環境技術研究所では、カーナ
ビなどに使われるGPS（全地球測位システム）とい
う技術で、動物の行動を監視、予測する方法を研究し
ています。今回は、動物の代わりに参加者の皆さんに
GPSを持ってもらい、実際の動きを地図の上に表示さ
せることと、その位置情報から、次の行動を予測する
ことを行いました。

12名の高校生は、正味二日間の間に専門的な講義
と実験計画の説明、実習、データ整理とまとめ発表を
行うというタイトなスケジュールの中、研究所内の圃
場でのフィールドワークや、普段の学校では眼にする
ことのない機材や薬剤を使用しての実験など、緊張の
中にも興味をもってプログラムに臨みました。また、
宿泊所での、アドバイザーの先生を交えたミーティン
グは有意義なものとなったようです。

後日寄せられた感想文では、初めて行う実験や触れ
た機材への驚き、実験データから導き出された結果へ
の感動とともに、三日間共に過ごした参加者同士およ
び講師の研究者との交流が何よりの収穫であったとの
記述が多く見られました。

もし、あなたが高校生で、農業と環境に関わること
を学んでみたいと思うなら、ぜひ農業環境技術研究所
のサイエンスキャンプに応募してみてください。

詳細な報告は農業環境技術研究所webサイト
（http://www.niaes.affrc.go.jp/）の「情報：農業と環
境　No.77」と、サイエンスキャンプ公式webサイト

（http://ppd.jsf.or.jp/camp/）をご覧下さい。

（広報情報室広報グループ）
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